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「レオナル ド ・ ダ ・ ヴィンチの最後の晩餐を3つ の視点か ら読み解 く」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関東支部

「鑑 賞 ・評論の 視点」、「創作 ・心理療法の視点」、

「色彩学の視点」

　　　　　　　　　　　　　　　 高松 智子

　去る 1月 22 日 （土）年初め、支部行事と して 「レ

オナル ド
・ダ ・

ヴ ィ ン チの最後の晩餐を3 つ の視点か

ら読み解 く」と題 し、日本ペ イ ン ト（株）東京事業所を

会場に公開講演会が開催された。

　日頃色 彩に触れ て い る我々 にと っ て 一番難解で あ

りか つ 関心の高 い分 野が、人 と心 の関係で はな い だ

ろ うか ？大学院で も社会の 要請に 応える べ く臨床心

理学分野 に は 非常 に 高い 人気が あ る よ うに 聞 い て い

る。

　折 しも人間の 心の ドラ マ を描い たあ の 名絵画 レオ

ナ ル ド
・ダ ・ヴ ィ ン チ の 「最後の 晩餐」が 20 年の 修

復をか け甦 っ たの を機 に、NHK 制作 ビデオ 「レオナ

ル ド・ダ ・ヴィ ン チ の 最後の 晩餐　ニ ュ
ー

ヨ
ー

クを

行く」が放映され、続いて 「ダ ・ヴィ ン チ
・

コ
ー ド」

書籍も世界 的ベ ス トセラ
ー

とな っ た こ とで、益 々ダ
・

ビン チ絵画 の 謎に スポ ッ トが当た っ た よ うで あ る。

　そ こで、人間の心 の ドラ マ を描いた 「最後の 晩餐」

を 「鑑賞 ・評論の 視点」か らNHK 制作ビデオの中 で

登場 の 新 進 気鋭 の 美術評論家ア メ リ ア ・ア レ ナ ス 女

史の解説を受け、「倉1」作 ・
心理 療法の視点」 からは臨

床心理士櫻井眞澄氏 に、「色彩 学の視点」からは文化

女子大学名誉教授北畠耀氏 に解説頂き、それぞれ 3つ

の 視点か ら謎に挑ん で み た 。

　当日は予想 を 遥か に上 回る 140 名 か らの 参加 者 。

会場 で は講演途 中に補助椅子 を出す程の盛 況ぶ りに、

やはり関心の高さが伺えた 。 九州や神戸 ・大阪から

参力口の色 彩学会会員や臨床心理学専攻の大学生や院

生 、看護婦、ア メ リカ で 専門に心 理学を学ん で きた

方等々幅広い分野からの参加者であ っ た 。

内容

■ 1．櫻井先生による創作療法の概説。冒頭で心理学

と臨床心 理学 の と の 違 い に つ い て
一 「臨床心 理学 は

［一 」 71

現象学的 に 実務に 生 か す こ と。臨床現 場に 役立 つ 心

理学という こ とに徹 しケ
ース の終結 が 1つ の 法則性を

も つ 立場に立ち、あくまでも役立つ か役立たない か

が重要である 。」と強 く言われた こ と が と て も 印象深

い 。

2 　色はパーソ ナ リテ ィ
ーとの 関係が深い為、心理臨

床によるクリエ イテ ィ ヴ ・セ ラピ
ー

（創作療法）を

特 に色彩 を主 に解説 。 現 場で用 いている コ ラ
ージュ

創作時の ］6色 ＋ 白の 17色の 台紙の色を ご 紹介。

3 、台紙 に対する臨床色彩心理学的分析、ピース に対

する 臨床色 彩心理学的分析 、ピ
ー

スの内容
・
切 り方

に 対す る 深層心理学 的分析 、空 間的配置 に対 する深

層心理学的分析等 を総 合的 に用 い ながら、投影分析

的に理解を し、その 内容を クライア ン トとの コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン に用 い る こ と によ っ て 、相互理 解を深

め、問題解決 ・症状の改善を図る療法である こと。

4 ，日常実践現場 に於 ける初期〜終結の療法事例数点

の こ紹介で クライア ン トの終結時には台紙が青にな

る ことが多 く、又宗 教的な ピー
スや馬の ピー

スも貼

られ る こ とが多 い 等 、現場 の 生 きた大変興 味深 い 内

容だ っ た。

■ NHK 制 作 ビデオの 「鑑賞
・
評論の視点」 ではアメ

リ ア
・
ア レ ナ ス 女史 は実物大作 品 の 再 現 に よ り、高

校生や街の人達と討論しなが ら人間 の 真実や心の ド

ラ マ を表 現 し、人 間 を 尺度 に 世界 を 理解 し よ うと し

たのである。

■ ビデオ 鑑賞後再 び櫻 井先 生 の 「心理 療法 の 視点」

か らは、1．実物大作 品再現 に よる ア メ リカ の 高校生

達 と検討 の意 味 。 2 ．遠近 法 。 3 ，ユ ダの 巾着袋 と

「誰かが私 を裏切るだろ う」 との 言葉の 関係 。 4 ．

ダ ・ヴ ィ ン チ と他の 画家達、ユ ダの位置の違い の意

味 などに つ い て 、江 戸時代 の 狩 野派 の 画家達 が描い

たふすま絵や日光東照宮の 三 猿の描かれた意味等を

例に、あ くまで も理 論上よ り現 場で どう役立 つ か で

見 て い く視点 と作品 を見 る 位置 の 問題 や 立場 な ど 、

創作 ・心理療法の視 点か らの解 説 の
一

つ
一

つ がなる

一
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程 と 妙にうなずけ納得 して しま っ た 。

■北 畠先生 の 「色彩学の視点」では 「レオ ナル ドの

画面構成と色彩」「最後の 晩餐を中心に」をテ
ーマ に、

修復後の最後の晩餐のカラ
ー

コ ピーを含め沢 山の本

格的な資料 と中でも 貴重なス ライ ドは見 こたえのあ

る数々で あ っ た。

1、イタ リア ・ルネ ッ サ ン ス年表やレオナ ル ド・ダ ・

ヴィ ンチの年譜の解説 は、レオナル ドの全体像 が立

体的 に広 く捕らえ られ て い る。

2，ス ライ ドでは特に当時のフ レス コ画の手法とテ ン

ペ ラ画の 手 法の 違 いか ら レオナル ドの絵 画 に迫 D 、

壁画 の 保護上 の 問題 で の 剥がれ落ち や湿気、ほ こ り、

黄ばみを元 に 戻すため に青を加えた混 色原理 による

くすみ等々、今迄の補修上 での謎が次 々と ベ ー
ル が

剥がれていくよ うに解説も続く。

3 ，最後の 晩餐がどうい う描かれ方をしたのか ？画面

構成と 色彩 で は 、レ オ ナ ル ドは 赤と青の 反対色使い

を意図的に試み 、空気遠近法と明暗の 対比を上手に

取 り入れてい る様や、天井のル ネ ッ タや壁面の タペ

ス トリ
ー

の花柄 、見 つ か っ た フ ッ ク、魚 だ っ た メイ

ン ディ ッ シ ュ 、錫の パ ン容器等々今度の修復で は細

部 までの考察 がなされた 。 壁 とタ ペ ス トリ
ー

の線の

関係 や人の立 つ 位置 よ り上 にあるテ
ーブル が斜上 が

ら見て い るように描かれて い る事など、平面と立体

の
一体化の苦心も こ の度伺い 知る事とな っ た 。 又当

時の色 彩は独立 したもの と考え られて いな く、材料

と して しか考えられて い なか っ た 。 後 19 世紀の 始め

頃か ら独立 した意味と して 色は色と して 意識的に 、

造形的に使われてい っ たよ うである 。

　以上最後活発な質議応答 も含め40 分も時間オ ーバ

ーとなるなど、「とて も内容の濃い価値ある講演会だ

っ た」、「非常に面 白い企画だ っ た」と参加者の方々

は大絶賛で した。

心とカラ
ー

とア
ー

トとの 対話の場に参加して

　　　　　 財団法人日本色彩研究所　名取和幸

　 色彩心理とい う言葉は多くの人にと っ て非常に魅

力的なもの ら しく、セ ミナ
ー

の 受講者 ア ン ケ
ー

トで

も関心 の高い分野の上位に位置する こ とが多い 。た

だ 、こ こ で い う色 彩心 理 と は 、感 覚 ・認 知の 色彩 心

理よりは、パー
ソナリテ ィ 、感情、色彩療法や癒 し

な ど、色と心 との 関係の こ とを指すよ うだ。そ の 点

か ら言 っ て も、今年 1月 に 開催さ れ た本講座は 待望の

企画 と い えるだ ろ う 。 実際 、多 くの参力口者 に埋め つ

くされた会場がその こ とを物語 っ ていた。

　 本講座 は、レオ ナル ド ・ダ ・ヴ ィ ン チ による 『最

後の晩餐』を題材に、創作 ・心理療法の視点、美術

評論の 視点、色彩学の 視点か ら読 み解 くと い う試み

である 。 以下にそ れぞれの概要 と感想を記 すが、私

の専門の 関係か ら心理系の 話が多 くなる こ とは こ 了

解いただきたい。

　 最初に、ア
ー

ト
・
メンタル

・
ラボを主宰されてい

る臨床心理 士の櫻井眞澄 先生が に こ やか に登場され

た。氏 はカウ ン セ リン グの実践歴 が長 く、ご 自身が

手がけてこ られたクリエ イテ ィ ヴ ・
セラ ピィ の 中か

ら、コ ラ
ージュ によるケース を多数 紹介 された （摂

食障害の男女、うつ 病休職者）。方法は ざ っ と以下の

通 り 。 17 色の台紙 が用意され 、いずれ かの台紙上 に

クライ ア ン トは コ ラ
ージ ュ を製作する （聞 き漏 らし

たのか も しれないが、クライア ン トにどの ように教

示される の かを知 りた い と思 っ た の は私だ け で はな

い だろう）。 そして 、ピー
スの 内容、色、切り方、配

置、台紙の色等 を手が か りに、その人 の心のあ りよ

うを投影分析的に理解す る。理解された内容は作者

との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンに使われ、問題解決 ・症状

改善が図 られると い うわけだ。

　特に興味深 く拝聴 したの は、カ ウ ン セ リン グ終結

の 段階には青い 台紙が選択される比率が高 くなる こ

と、こころの状態が好展開となるとき には馬の モ チ

ーフ が現れ る こ とが多い こ と な どである 。 また、製

作態度が受動的作業 か ら、表現 、創作へ と移行する

ことは、事例か ら見て取れた （そこ で 、氏は こ の療

法 を従来ま で の 芸術療法、表現療法ではなく、創作

療法と呼んで お られる と推測する）。また、「青空 を

悲 し く感 じる」心の 状 態 は多 くの人 と は違 うの で 、
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